
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時）  

令和７年 8 月 26 日 

交通局高速鉄道部高速車両課 

産業観光局クリエイティブ産業振興室 

 

地下鉄烏丸線２０系車両（第８編成）の営業運行の開始 
【「おもいやりエリア」の伝統産業製品の展示は、「京版画」、「京たたみ」です！】 

 
京都市交通局では、現行の地下鉄烏丸線車両２０編成のうち、開業以来４０年間使用し老朽化した

９編成について、安全確保のため、令和３年度から令和７年度にかけて２０系車両に更新しており、

現在、７編成が営業運行しています。 

この度、地下鉄烏丸線２０系車両（第８編成）の営業運行開始日が決定しましたので、お知らせし

ます。 

２０系車両は、伝統産業を身近に感じてもらい、京都らしい地下鉄車両とするために伝統産業の活

用を図っており、第８編成においても車内装備品である標記銘板及び釘隠しに新たなデザインを採用

するとともに、２か所の「おもいやりエリア」の展示スペースにそれぞれ京都の伝統産業製品を飾り

付けています。 

 
  

【概要】 

１ 第８編成の営業運行開始日時 

  令和７年９月８日（月）午後５時１分 竹田駅発 

※運行ダイヤの詳細は交通局のホームページの「新型車両☆特設情報館」（参考１）でお知らせし 

ます。 

※当日の列車運行の状況によっては、運行時刻が変更となる場合がございます。 

２ 内装デザインの変更点 

（１）標記銘板（事業者・車号） 

「京象嵌（きょうぞうがん）」の技法を活用した標記銘板（事業者・車号）については、伝統文

様である「幸菱（さいわいびし）」の基本の柄はそのままに、編成ごとにデザインを変更するこ

とにしています。第８編成では、「幸菱」を斜め方向（左肩上がり）に配置し、シンプルさを表

現したデザインとしました。 

 

地下鉄烏丸線２０系車両 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）釘隠し（くぎかくし） 

「金属工芸」の技法を活用した「釘隠し」については、編成ごとにデザインを変更することに

しています。第８編成では、「交通局車両の移り変わりと京の玄関口の発展」をテーマとして、

「市電(Ⅰ型)と京の玄関口」＜明治４５年頃＞、「市電(１０００型)と京の玄関口」＜昭和２４年

頃＞、「地下鉄（１０系）と京の玄関口」＜昭和５６年頃＞、「地下鉄（２０系）と京の玄関口」

＜現在＞をモチーフとしたデザインとしました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（３）２０系車両車内における京都の伝統産業製品の飾り付け 

編成ごとに伝統産業製品を変更することとしており、第８編成では「京版画」、「京たたみ」を飾

り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 成 2100 号車 2800 号車 

第１編成 西陣織 京友禅 

第２編成 京仏具 京焼・清水焼 

第３編成 京扇子 京漆器 

第４編成 京鹿の子絞 京表具 

第５編成 京銘竹・京竹工芸 京七宝 

第６編成 京印章 京繍 

第７編成 北山丸太 珠数 

第８編成 京版画 京たたみ 

標記銘板の設置箇所 
（両端車両の運転室と客室の仕切り壁） 

車号銘板 事業者銘板 

第８編成のデザイン 

「おもいやりエリア」の立ち掛けシートへの 
伝統産業製品の飾り付け（写真は第１編成） 

①  

②  
③  

④  

⑤  ⑥  
⑦  

⑧  

表裏で合計８面 

２２３８号車  
「市電(Ⅰ型)と京の玄関口」 

＜明治４５年頃＞ 

２６３８号車  
「地下鉄(１０系)と京の玄関口」 

＜昭和５６年頃＞ 

釘隠しの設置箇所 
（中間車両の連結部通路の壁） 

第１編成から第８編成までの活用実績 

２３３８号車  
「市電(１０００型)と京の玄関口」 

＜昭和２４年頃＞ 

２７３８号車  
「地下鉄(２０系)と京の玄関口」 

＜現在＞ 

第８編成のデザイン 



 

ア 京版画の飾り付け（２１３８号車） 

京版画は、飛鳥時代に仏教とともに伝来した文字木版を起源とし、京都で発展した木版画

です。その木版摺（もくはんずり）で出版された多くの版本（はんぽん）は全国に普及し、

後に江戸から「浮世絵木版画」が誕生し、多色摺印刷が一気に広まりました。「京版画」では

浮世絵からさらに複製印刷技術が発展し、上品で繊細な表現や色使いが多用され、絵師や彫

師、摺師など分業制で制作される京都独自の伝統工芸として今も受け継がれています。「おも

いやりエリア」では、アートギャラリーのような実物の京版画作品と小物を展示し、「京版画」

の魅力をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 京版画ギャラリー 

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

京都版画出版協同組合   電話：075-231-3613 

※ 素材については無償で御提供いただいております。 

 

京都版画出版協同組合からのコメント 

京版画は、日本の印刷文化の原点です。絵師・彫師・摺師の分業で培われた技が時代と
ともに多彩な表現へと進化しています。その繊細な美をぜひ御覧下さい。 

⑧ いろいろな京版画 

京版画の特色を生かしたいろいろな小物多数 
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② 伊 藤 若 冲
いとうじゃくちゅう

「玄圃瑤
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華
か
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③ 神坂雪佳
かみさかせっか

「 百
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」芸艸堂版 

④ 三好
み よ し
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「花菖 蒲
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ず ふ

」芸艸堂版 

 河原崎
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」芸艸堂版 

⑤ 徳 力
とくりき

富
とみ

吉 郎
きちろう
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まつり

 御輿
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徳 力
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版画館
はんがかん
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⑥ 竹 中
たけなか
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「Kyo-Box」竹
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⑦ 井堂
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雅夫
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さ が
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ゆ う ぐ れ

」雅堂
が ど う
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「おもいやりエリア」に飾り付ける「京版画」のデザイン（イメージ） 



 

イ 京たたみの飾り付け（２８３８号車） 

伝統的手縫い技術で製作される「京たたみ」は、藁床(わらどこ)、藺草(いぐさ)等の天然素

材を１針１針手縫いで仕立て、現在の機械縫いによる畳と比べると耐久性や仕上がりの綺麗

さから、御茶室や社寺で重宝されています。 

  「おもいやりエリア」では、畳の歴史や種類、よろず知識のほか、天然藺草や畳表の種類、

さまざまな畳縁(たたみべり)の文様、普段見ることができない畳の側面や断面、畳表や畳縁

を使ったコースターや名刺入れ、草履等のグッズを実物展示し、「京たたみ」の魅力をご紹介

します。 

 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

京都畳商工協同組合    電話：075-842-1378 

URL：https://www.kyotatami.com/ 

※ 素材については無償で御提供いただいております。 

「おもいやりエリア」に飾り付ける「珠数」のデザイン（イメージ） 
京都畳商工協同組合からのコメント 

１２００年以上の歴史があり、日本の伝統文化を支えてきた畳。畳の部屋では客人を

もてなす事も、寝ることも出来ます。環境面にも人にも優しい畳をぜひ御覧ください。 

⑦ 畳の役割・構造・敷き方 

① 概要紹介 

③ 畳の種類 ⑥ 畳縁 

② 畳の歴史 

⑤ 畳表と藺草 ④ 畳にまつわる知識 

⑧ 畳表や畳縁を使ったグッズ 

畳素材を 

使った 

グッズ 

畳の側面 

や断面の 

実物 

畳縁の 

実物、 

レール 

模様の 

畳縁 

藺草の 

実物展示 畳表の 

実物 

展示 

「おもいやりエリア」に飾り付ける「京たたみ」のデザイン（イメージ） 



 

 

（参考１）新型車両全般に関する情報及び新型車両に活用した伝統産業に 

関する情報は、交通局のホームページでお知らせしています。 

○ 新型車両全般、運行ダイヤなどに関する情報「新型車両☆特設情報館」 

 

                      

    

                   

 

     ＨＰ https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288153.html 

     新型車両特設情報館 で検索 

○ 新型車両に活用した伝統産業に関する情報 

 

 

 

 

 

ＨＰ https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288476.html 

     伝統産業素材・技法の活用 で検索 

      

（参考２）新型車両の導入に関する交通局の考え方について 

Ｑ１ なぜ、この時期に車両更新するの？ 

Ａ１ 現行の地下鉄烏丸線車両２０編成のうち、開業以来４０年以上使用し老朽化した９編成

について、安全確保のため、令和３年度から令和７年度にかけて 新型車両（２０系）に

更新することとしております。 

 

Ｑ２ 車両更新による主な改良点は？ 

Ａ２ ・車体構造の強化等により安全性が向上 

・省エネ化による走行用消費電力削減（現行車両比約３０％減） 

・床面とホームとの段差を低くし、車椅子スペースを充実するなど、 

バリアフリー化を推進 

 

  Ｑ３ 伝統産業の活用に費用を掛けすぎていないか？ 

  Ａ３ 伝統産業をより身近にし、業界全体の振興に繋げたいという伝統産業関係者と京都らし

い地下鉄車両としたい交通局のお互いの思いが一致して実現した取組です。一部は、事業

者の御厚意により無償提供いただき費用を軽減しています。また、車両全体についても、

廃棄車両から一部の装置を再使用するなど、出来る限り費用を抑える工夫を行っています。 

【二次元コード】 

【二次元コード】 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288153.html


 

（参考３）２０系車両導入までの経過・今後のスケジュール 

 

 

（参考４）２０系車両の車両番号（第８編成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度 
新型車両導入のため、他の鉄道事業者へのヒアリングを 実施

し、設計に着手  

平成２９～３０年度 
「地下鉄烏丸線車両の新造にかかるデザイン懇談会」開催 

（計５回） 

平成３１年３月 市民、御利用者の皆様の投票にて外観・内装の最終デザイン決定 

令和元年８月 契約・設計開始（９編成分） 

令和２年４月 製造開始 

令和３年７月 
１編成目搬入（竹田車両基地） 

※以降、各機器の調整・機能検査、試験運転等実施 

令和４年３月２６日 第１編成の営業運行を開始 

令和４年６月２１日 第２編成の営業運行を開始 

令和４年１０月７日 「２０２２年度グッドデザイン賞」受賞 

令和４年１１月１８日 第３編成の営業運行を開始 

令和５年５月２５日 「２０２３年ローレル賞」受賞 

令和５年９月２７日 第４編成の営業運行を開始 

令和６年１月３０日 第５編成の営業運行を開始 

令和６年７月１９日 第６編成の営業運行を開始 

令和７年３月２１日 第７編成の営業運行を開始 

令和７年９月８日 第８編成の営業運行を開始 

令和７年度後半期 第９編成を導入予定 

車両番号４桁の数字について、千の位が２０系車両の車系を示す「２」、百の位が車種を 

示す数字、下２桁は製造番号になっており、２０系は第３１編成からスタートのため、 

「３８」が新車の第８編成となります。 

2838 2738 2638 2338 2238 2138 
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

国際会館方面 竹田方面 



 

 

＜お問い合わせ先＞ 

●事業全般に関すること 

京都市交通局高速鉄道部 高速車両課 

電話：０７５－８６３－５２６４ 担当：佐々木、石橋 

 

●伝統産業製品に関すること 

産業観光局クリエイティブ産業振興室  

電話：０７５－２２２－３３３７ 担当：秋山、園 

 


